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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  コリア国際学園中等部・高等部                       

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 567 － 0057  

      大阪府茨木市豊川 2丁目 13番 35号          

  E-mail contact-school@kis-korea.org            

  Website http://kis-korea.org/               

  児童生徒数  男子 37 名   女子 51 名  合計 88 名 

        児童・生徒の年齢 12歳～ 18歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（近隣 UNESCO SCHOOL との交流） 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

コリア国際学園はユネスコ憲章に示された理念を学校で実践するため、

学校として持続発展可能な教育活動に取り組んでいます。 

コリア国際学園の教育の特色である 3 言語(コリア語、日本語、英語)は

本校に在籍する日本人、韓国人、在日コリアンなど多様な文化的背景を持

つ生徒たちにとって母語を学ぶことであり、ルーツを学ぶことであり、多

文化を学ぶことであり、コミュニケーションのためのツールを習得するこ

とであります。またコリア国際学園の独自の授業である LA（リベラルアー

ツ）では全校生が「歌謡で見る東アジアの歴史」、「韓国伝統打楽器」、「比

較宗教学」、「平和学」、「自己表現」などは自文化と他文化を学び、国際理

解を深めていく過程であり、平和と人権について学ぶ過程であります。 

NPO やユネスコ活動を実践している高校など外部団体との協働も活発に

行っています。NPO が主催する子どもたちの国際交流キャンプの支援活動、

気仙沼復興支援活動のボランティア活動、南北コリアの統一と世界の平和

について考えるスタディツアーにも毎年たくさんの生徒たちが参加してい

ます。 

ESD パスポートを活用したボランティア活動を国際バカロレア教育の準

備過程としてとらえ実践しています。生徒会が企画し、実践している早朝

の地域清掃は生徒たちの社会貢献意識を高めるだけでなく、地域との交流

をより深いものにしました。またプルタブ、ペットボトルキャップの回収

にも全校生で取り組んでいます。2017 年度より書き損じはがきの回収も実

施します。 

学校公認のクラブ活動であるユネスコ部も積極的に活動しています。フ

ィジーサイクロン被害を支援するための募金活動を行い、支援金 74,321円

を寄付しました。また 2016年 12月 23日、24 日に開催された日韓中 ESD推

進国際ワークショップの実施のために 5 回にわたる準備セミナーに参加し

ワークショップの成功に貢献しました。 

以上のようにコリア国際学園は学校全体としてユネスコスクールの活動

を推進しており、学生会、クラブ活動、特別活動など様々な教育の場を利

用して取り組んでおります。
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

✔ 

✔ 

✔ 


